
  

公
立
・
公
的
病
院
の

  

再
編
・
統
合
に
つ
い
て

・
私
は
今
年
２
月
議
会
定
例
会
の
一

般
質
問
で
、
「
公
立
・
公
的
病

院
の
再
編
・
統
合
に
つ
い
て
」

取
り
上
げ
、
国
の
病
床
数
削
減

あ
り
き
の
進
め
方
に
つ
い
て
問

題
点
を
指
摘
し
た
。

Q
酒
井
：
公
立
・
公
的
病
院
の
再
編

統
合
を
議
論
す
る
根
拠
で
あ
る
「
地

域
医
療
構
想
」
に
は
、
感
染
症
対
策

の
視
点
が
欠
け
て
お
り
、
将
来
の
大

規
模
な
感
染
症
の
発
生
を
想
定
す
れ

ば
、
「
地
域
医
療
構
想
」
及
び
公

立
・
公
的
病
院
の
再
編
・
統
合
や
病

床
数
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
白
紙

に
戻
し
て
議
論
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
が
？

A
知
事
：
こ
れ
ま
で
感
染
症
対
策
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
議
論
が
十
分
で

は
な
か
っ
た
。
公
立
・
公
的
病
院
が

果
た
す
役
割
と
重
要
性
は
極
め
て
大

き
い
。
「
地
域
医
療
構
想
」
の
取
り
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組
み
や
公
立
・
公
的
病
院
の
地
域
で

の
役
割
の
検
討
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
延
長
線
上
で
議
論
を
進
め
て
は

い
け
な
い
。
今
後
、
感
染
症
対
策
に

係
る
国
全
体
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
本
県
の
状
況
を
見
た
上
で
取
り

組
み
の
進
め
方
を
考
え
る
。

※
提
案
を
受
け
て
、
知
事
は
こ

れ
ま
で
の
議
論
の
進
め
方
を
変

更
し
、
公
立
・
公
的
病
院
の
再

編
・
統
合
や
病
床
数
の
あ
り
方

に
関
し
て
は
、
県
下
の
状
況
を

見
る
中
で
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

  

高
齢
者
介
護
に
つ
い
て

・
私
は
、
平
成
29
年
６
月
議
会
定
例

会
で
「
介
護
人
材
の
確
保
に
つ

い
て
」
一
般
質
問
を
行
い
、
知

事
は
「
人
材
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
、
予
算
の
確

保
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
多
く

の
人
材
を
養
成
し
て
い
く
」
と

答
弁
し
て
い
る
。

Q
酒
井
：
今
後
も
発
生
が
想
定
さ
れ

る
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

ま
た
入
所
・
通
所
・
訪
問
の
介
護
現

場
に
お
け
る
慢
性
的
な
人
材
不
足
を

解
消
す
る
た
め
に
も
、
介
護
人
材
の

確
保
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

今
後
県
と
し
て
職
員
の
待
遇
改
善
な

ど
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
？

A
知
事
：
介
護
人
材
を
確
保
す
る
た

め
、
県
と
し
て
も
様
々
な
取
り
組
み

を
行
う
。
給
与
面
で
は
、
国
の
加
算

制
度
の
導
入
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
派
遣
を
行
う
。
職
場
環
境
で
は
、

中
高
年
齢
者
や
子
育
て
中
の
女
性
等

多
様
な
人
材
に
介
護
職
場
で
働
い
て

も
ら
う
取
り
組
み
へ
の
応
援
や
、
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
拡
大
を
進
め
て

い
く
。
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
の

た
め
、
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

※
質
問
に
対
し
て
、
コ
ロ
ナ
対

策
で
は
高
齢
者
介
護
の
現
場
へ

の
支
援
を
強
化
す
る
方
針
を
示

し
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
人
材

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
給
与
水

準
の
向
上
を
含
め
て
施
策
を
充

実
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

  

県
組
織
に
つ
い
て

Q
酒
井
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
は
じ
め
、
将
来
の
新
た
な
感

染
症
に
係
る
危
機
管
理
体
制
を
充
実

す
る
た
め
、
感
染
症
対
策
を
担
う
専

門
の
課
を
、
健
康
福
祉
部
内
に
早
急

に
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
？

A
知
事
：
感
染
症
対
策
は
、
感
染
拡

大
時
に
は
業
務
量
が
飛
躍
的
に
増
大

す
る
。
今
後
に
備
え
て
、
独
立
し
た

専
門
の
課
の
設
置
も
含
め
て
万
全
な

体
制
を
検
討
す
る
。

Q
酒
井
：
保
健
所
の
職
員
数
が
減
少

し
、
特
に
保
健
師
が
不
足
し
て
い
る

中
で
、
健
康
危
機
管
理
に
対
す
る
体

一
般
質
問（
6
月
23
日
）

制
は
十
分
で
は
な
く
、
特
に
感
染
症

発
生
時
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
保
健
所
の
組
織
を
充

実
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
？

A
知
事
：
第
２
波
を
想
定
し
、
対
応

に
必
要
な
人
員
を
算
出
し
た
上
で
、

ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
チ
ー
ム
の
設
置
等

を
行
う
。
保
健
所
の
体
制
整
備
に
係

る
計
画
を
策
定
し
て
、
組
織
体
制
の

充
実
・
強
化
を
図
る
。

※
提
案
に
対
す
る
知
事
の
答
弁

は
具
体
的
で
あ
り
、
近
く
健
康

福
祉
部
と
保
健
所
の
組
織
の
充

実
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

  

観
光
振
興
に
つ
い
て

・
私
は
、
今
年
２
月
の
議
会
定
例
会

で
「
信
州
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い

て
」
一
般
質
問
を
行
い
、
知
事

は
「
信
州
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
更

に
強
め
、
観
光
振
興
を
進
め
て

い
く
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

Q
酒
井
：
コ
ロ
ナ
の
収
束
後
の
長
野

県
の
観
光
振
興
を
図
る
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
発
想
を
大
胆
に
転
換
し
て
、

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
」
を
含
め
た

県
の
「
観
光
戦
略
」
（
２
０
１
８
年

度
策
定
）
を
根
本
か
ら
練
り
直
す
こ

と
を
提
案
す
る
が
？

A
知
事
：
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
は
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
な
い
。
「
観
光
戦
略
」

を
こ
の
ま
ま
進
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

「
観
光
戦
略
」
を
補
完
す
る
も
の
と

し
て
新
た
に
「
観
光
振
興
方
針
」
を

早
急
に
策
定
す
る
。

Q
酒
井
：
今
後
県
の
観
光
の
再
生
及

び
観
光
振
興
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
、
長
期
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
感
と
基
本
的
な
方
向
性
は
？

A
知
事
：
当
面
の
W
i
t
h
コ
ロ
ナ

を
ど
う
乗
り
切
る
か
と
い
う
観
点
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
に

関
す
る
諸
課
題

国
道
１
５
３
号「
伊
駒

ア
ル
プ
ス
ロ
ー
ド
」着
工

６
月
県
議
会

６
月
県
議
会

高校駅伝で応援（高齢者施設「みぶの里」）

予定ルートの東春近の田園風景

将
来
を
見
据
え
た
対
策
の
両
面
を
持

ち
な
が
ら
観
光
振
興
の
再
生
を
図
る
。

リ
ゾ
ー
ト
テ
レ
ワ
ー
ク
を
今
後
大
都

市
の
企
業
等
に
対
し
て
売
り
込
ん
で

い
く
。
連
泊
の
促
進
や
、
リ
ピ
ー
タ

ー
を
引
き
付
け
る
取
り
組
み
な
ど
工

夫
を
凝
ら
す
。
I
T
も
活
用
す
る
。

※
「
観
光
戦
略
」
を
補
完
す
る

形
で
「
観
光
振
興
方
針
」
を
策

定
し
、
実
行
に
移
し
て
い
く
と

の
知
事
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
今
後
に
期
待
で
き
ま
す
。

・
長
野
県
の
長
年
の
懸
案
事
業
で
あ

る
「
伊
駒
ア
ル
プ
ス
ロ
ー
ド
」

の
事
業
化
が
決
定
し
、
本
年
度

か
ら
全
区
間
に
わ
た
っ
て
国
に

よ
り
事
業
が
施
工
さ
れ
る
。

Q
酒
井
：
今
後
の
事
業
進
捗
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
、
ど
の
よ
う
に
想
定
し

て
い
る
の
か
？

A
建
設
部
長
：
国
土
交
通
省
に
よ
る

と
、
今
年
度
よ
り
測
量
・
地
質
調

査
・
設
計
に
着
手
し
、
次
年
度
以
降

工
事
の
施
工
に
向
け
て
用
地
の
取
得

を
進
め
て
い
く
。
県
と
し
て
は
、
国

に
対
し
て
地
元
調
整
及
び
用
地
取
得

事
務
へ
の
積
極
的
な
協
力
を
行
う
。

Q
酒
井
：
こ
れ
ま
で
の
都
市
計
画
決

定
な
ど
の
諸
手
続
き
を
経
る
過
程
で
、

地
元
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
や
地
元
と

約
束
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
？

A
建
設
部
長
：
住
民
か
ら
の
意
見
・

要
望
に
対
し
て
は
、
地
元
の
市
・
村

と
の
調
整
を
始
め
て
い
る
。
事
業
主

体
と
な
る
国
と
一
緒
に
計
画
を
進
め

る
中
で
、
住
民
に
対
し
て
丁
寧
に
対

応
し
て
い
く
。

Q
酒
井
：
「
伊
駒
ア
ル
プ
ス
ロ
ー

ド
」
の
整
備
へ
の
意
気
込
み
は
？

A
知
事
：
「
伊
那
バ
イ
パ
ス
」
を
は

じ
め
、
関
連
す
る
道
路
の
整
備
に
も

引
き
続
き
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く
。
一
日
も
早
い
全
線
開
通
に
向

け
て
取
り
組
む
。

※
地
元
の
皆
さ
ん
が
心
配
し
て

い
る
地
元
意
見
や
要
望
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
県
が
責
任
を

も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
明
確

に
さ
れ
ま
し
た
。検索酒井茂
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